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コロナ中の粒子加速現象によって非熱的に加速された電子は、付近のプラズマ粒子を振動させることで静電波
を起こし、それが電波に変換されることで地上では電波バーストが観測される。メートル波帯域で発生する太陽
電波バースト現象の 1つにType-I (通称 noise storm)と呼ばれる現象がある。Type-Iは最も頻繁に発生する太陽
電波バースト現象である一方、他の太陽電波バーストと比較すると強度が微弱な現象でもある。これらの観測事
実はコロナ中に小規模ではあるが頻繁に粒子を加速するメカニズムが存在していることを示唆している。しかし
このような加速粒子の生成過程はいまだ特定されていない。本研究では、Type-Iを発生させる加速電子の生成過
程を解明するために、電波の地上スペクトル観測、および、ひので衛星軟X線望遠鏡XRTの画像データの解析を
行っている。
本研究のこれまでの結果からType-Iはマイクロフレアなどの擾乱現象との対応関係は小さいことが示唆された

(2009年春季年会)。今回は更に小規模な変動現象との対応関係を調べるために 8-16秒角の空間スケールで領域を
分割し活動領域全域に渡ってライトカーブを作成した。2007年 1月の現象について、各領域で電波現象発生の前
後 10分のX線フラックスが 1割以上増大している場所を変動領域と定義し抽出した結果、幾つかの変動領域が確
認された。変動にはX線が増光している現象や発光領域が移動している現象が含まれていた。電波現象と軟X線
が対応するには変動の開始時刻が電波発生の直後に一致する必要があるが、今回見つかった変動現象からは電波
現象との明確な対応関係は確認されていない。仮に電波現象と軟X線増光に対応関係が無い場合、加速粒子が惑
星間空間方向にのみ加速され、太陽表面に降り込んでいない可能性も考えられる。これらを検討するには電波と
X線双方でより詳細な観測が必要であるとともに、モデリングとの連携が将来の課題となる。


